
 
小
値
賀
町
議
会
第
三
回
臨
時
会
は
、
平
成
十
八
年
十
一
月
八
日
午
前
十
一
時
、
小
値
賀
町
役
場
議
場
に
招
集
さ
れ
た
。 

  

一
、 
出 

席 

議 

員 
 
 
 
 

十 

二 

名 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一

番 
 
 
 
 

加

 

山

 

雅

 

徳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二

番 
 
 
 
 

土

 

川

 

重

 

佳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三

番 
 
 
 
 

小

 

辻

 

隆

治

郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四

番 
 
 
 
 

浦

 
 

 

英

 

明 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五

番 
 
 
 
 

末

 

永

 

一

 

朗 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六

番 
 
 
 
 

松

 

永

 

勇

 

治 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

七

 

番 
 
 
 
 

岩

 

坪

 

義

 

光 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

八

番 
 
 
 
 

伊

 

藤

 

忠

 

之 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

九

番 
 
 
 
 

横

山

弘

藏 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十

番 
 
 
 
 

立

 

石

 

隆

 

教 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十

一

番 
 
 
 
 

黒

﨑

政

美 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十

二

番 
 
 
 
 

近

 

藤

 

一

 

輝 

  

  



 

二
、
欠 

席 

議 

員 
 
 
 
 
 
 
 
 

な 

し 

   

三
、
地
方
自
治
法
第
百
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
説
明
の
た
め
、
こ
の
会
議
に
出
席
し
た
者
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

町

長 
 
 
 
 

山

田

憲

道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

助

役 
 
 
 
 

三

浦

清

敏 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

収

入

役 
 
 
 
 

神

川

 

清 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教

育

長 
 
 
 
 

巖

 

充

也 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総

務

課

長 
 
 
 
 

谷

 

良

一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

住

民

課

長 
 
 
 
 

中

川

一

也 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建

設

課

長 
 
 
 
 

中

村

敏

章 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

四
、
本
会
議
の
事
務
局
職
員
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

議

会

事

務

局

長 
 
 
 
 

松

永

一

誠 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

議

会

事

務

局

書

記 
 
 
 
 

松

永

清

美 

 
 



 

五
、
議 

事 

日 

程 

  

小
値
賀
町
議
会
第
三
回
臨
時
会 

 

平
成
十
八
年
十
一
月
八
日
（
水
曜
日
） 

 

午
前
十
一
時
零
分 

 

開 

会 

 

第 

一 
 

会
議
録
署
名
議
員
指
名
（ 

伊
藤
忠
之
議
員 

・ 

横
山
弘
藏
議
員 

） 

第 

二 
 

会

期

決

定 

第 

三 
 

議
案
第
六
四
号 

長
崎
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
設
立
に
つ
い
て 

第 

四 
 

議
案
第
六
五
号 
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
小
浜
団
地
建
設
工
事
（
建
築
）
） 
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午
前
十
一
時
零
分
開
会 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

た
だ
い
ま
の
出
席
議
員
は
、
十
二
名
で
す
。 

 

定
足
数
に
達
し
て
い
ま
す
の
で
、
た
だ
い
ま
か
ら
平
成
十
八
年
小
値
賀
町
議
会
第
三
回
臨
時
会
を
開
会
し
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
、
本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
。 

 

本
日
の
議
事
日
程
は
お
手
元
に
配
布
し
た
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。 

 
 日

程
第
一
、
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
を
行
い
ま
す
。 

 

本
日
の
会
議
録
署
名
議
員
は
、
会
議
規
則
第
百
十
八
条
の
規
定
に
よ
っ
て
、
八
番
・
伊
藤
忠
之
議
員
、
九
番
・
横
山
弘
藏
議
員
を
指
名
し
ま
す
。 

 

日
程
第
二
、
会
期
決
定
の
件
を
議
題
と
し
ま
す
。 

 

お
は
か
り
し
ま
す
。 

 

本
臨
時
会
の
会
期
は
、
本
日
一
日
間
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

し
た
が
っ
て
、
会
期
は
本
日
一
日
間
に
決
定
し
ま
し
た
。 

 
 日

程
第
三
、
議
案
第
六
四
号
、
長
崎
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
設
立
に
つ
い
て
を
議
題
と
し
ま
す
。 

 

本
件
に
つ
い
て
提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

住

民

課

長 

住
民
課
長
（
中
川
一
也
） 

議
案
第
六
四
号
、
長
崎
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
設
立
に
つ
い
て
の
提
案
理
由
を
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。 

老
人
保
健
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
が
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

都
道
府
県
の
区
域
ご
と
に
全
て
の
市
町
村
が
加
入
す
る
広
域
連
合
を
設
立
し
、
当
該
広
域
連
合
が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
運
営
を
行
う
こ
と
と
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さ
れ
た
た
め
、
長
崎
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

そ
の
協
議
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
第
二
百
九
十
一
条
の
十
一
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を
要
す
る
た
め
、
提
案
す
る
も
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。 

規
約
の
内
容
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。 

第
一
条
か
ら
三
条
ま
で
は
、
広
域
連
合
の
名
称
、
構
成
団
体
、
区
域
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。 

第
四
条
は
、
広
域
連
合
の
処
理
す
る
事
務
を
一
号
か
ら
五
号
ま
で
明
記
し
て
お
り
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
今
の
老
人
医
療
と
同
じ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
全
て
広
域
で
や
る
か
と
い
う
と
、
別
表
第
一
に
あ
る
と
お
り
、
住
民
の
窓
口
の
受
付
業
務
に
つ
い
て
は
、
資
格
管
理
、
医
療
給
付
の
申
請
受

付
、
保
険
料
の
賦
課
に
関
す
る
事
務
な
ど
市
町
に
お
い
て
や
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

窓
口
業
務
の
ほ
か
に
も
滞
納
状
況
や
所
得
状
況
等
の
事
務
遂
行
に
必
要
な
個
人
情
報
を
、
市
町
か
ら
広
域
連
合
事
務
局
に
提
供
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

第
五
条
は
、
広
域
連
合
設
立
後
速
や
か
に
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
広
域
計
画
に
つ
い
て
、
記
載
す
べ
き
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。 

第
七
条
か
ら
十
条
ま
で
は
、
広
域
連
合
の
議
会
に
つ
い
て
、
組
織
、
議
員
の
選
挙
方
法
・
定
数
・
任
期
・
議
長
・
副
議
長
等
の
選
出
に
つ
い
て

定
め
て
い
ま
す
。 

第
十
一
条
か
ら
十
四
条
ま
で
は
、
広
域
連
合
の
執
行
機
関
に
つ
い
て
、
組
織
・
職
員
・
広
域
連
合
長
の
選
任
の
方
法
、
任
期
な
ど
を
定
め
て
い

ま
す
。 

第
十
五
条
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
つ
い
て
、
第
十
六
条
は
、
監
査
委
員
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
定
め
て
い
ま
す
。 

第
十
七
条
は
、
広
域
連
合
の
経
費
の
支
弁
の
方
法
、
各
市
町
の
負
担
金
な
ど
を
、
別
表
第
二
の
と
お
り
定
め
て
い
ま
す
。 

以
上
で
提
案
理
由
の
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。 

よ
ろ
し
く
ご
審
議
の
上
、
ご
承
認
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

こ
れ
で
提
案
理
由
の
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
質
疑
を
行
い
ま
す
。 

 

質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

松

永

議

員 

六
番
（
松
永
勇
治
） 

本
規
約
案
の
十
七
条
関
係
で
ご
ざ
い
ま
す
け
ど
も
、
「
広
域
連
合
の
経
費
は
、
次
に
掲
げ
る
収
入
を
も
っ
て
充
て
る
。
」
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と
。
一
号
で
、
「
市
町
の
負
担
金
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
二
十
三
市
町
の
中
で
で
す
ね
、
小
値
賀
町
の
共
通
経
費
の
全
体
に
対

す
る
按
分
の
比
率
は
ど
の
く
ら
い
な
の
か
。 

そ
し
て
、
そ
の
負
担
金
が
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
。
そ
う
し
た
場
合
、
小
値
賀
町
の
均
等
割
を
入
れ
て
の
比
率
で
す
ね
。
そ
れ
と
、
均
等
割

を
除
く
比
率
で
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

住

民

課

長 

住
民
課
長
（
中
川
一
也
） 

お
答
え
し
ま
す
。 

 

共
通
経
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
表
第
二
と
お
り
、
均
等
割
が
一
〇
％
、
高
齢
者
人
口
割
が
五
〇
％
、
人
口
割
が
四
〇
％
と
な
っ
て
お
り
ま
し

て
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
の
予
算
で
い
き
ま
す
と
、
お
お
よ
そ
三
百
三
十
万
円
が
共
通
経
費
と
し
て
小
値
賀
町
が
負
担
す
る
金
額
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

そ
の
金
額
が
全
体
に
占
め
る
割
合
は
、
約
〇
・
七
％
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
老
人
の
人
口
割
が
〇
・
四
％
で
ご
ざ
い
ま
す
。
均
等
割
が
一
〇
％
あ

る
た
め
に
若
干
老
人
の
人
口
割
よ
り
も
多
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

松

永

議

員 

六
番
（
松
永
勇
治
） 

そ
う
す
る
と
、
三
百
三
十
万
の
う
ち
の
、
均
等
割
の
額
は
ど
の
く
ら
い
か
お
尋
ね
し
ま
す
。 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

住

民

課

長 

住
民
課
長
（
中
川
一
也
） 

共
通
経
費
が
ト
ー
タ
ル
で
四
億
五
千
三
百
三
十
七
万
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
の
一
〇
％
を
二
十
三
市
町
で
割
り
ま
す

と
、
約
百
九
十
七
万
に
な
り
ま
す
。 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

横

山

議

員 

九
番
（
横
山
弘
藏
） 

小
値
賀
町
の
高
齢
者
人
口
割
五
〇
％
の
、
小
値
賀
町
の
人
口
に
お
け
る
七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
と
、
六
十
五
歳
以

上
七
十
五
歳
未
満
の
障
害
の
あ
る
状
態
の
人
で
す
ね
、
そ
の
割
合
は
ど
の
く
ら
い
か
お
知
ら
せ
を
願
い
ま
す
。 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

住

民

課

長 

住
民
課
長
（
中
川
一
也
） 

七
十
五
歳
以
上
の
老
人
は
、
八
百
六
十
名
程
度
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

障
害
を
も
っ
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
手
元
に
資
料
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
し
ば
ら
く
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

松

永

議

員 

六
番
（
松
永
勇
治
） 

そ
う
す
る
と
、
今
現
在
や
っ
て
い
る
事
務
が
共
通
経
費
の
中
に
入
っ
た
分
に
つ
い
て
は
不
要
に
な
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、



 - 4 - 

四
条
関
係
で
す
け
ど
、
別
表
第
一
に
掲
げ
る
市
町
で
行
う
事
務
が
こ
こ
に
挙
げ
て
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
う
し
た
場
合
に
、
今
ま
で
担
当
者
が

や
っ
て
い
た
事
務
が
持
っ
て
い
か
れ
る
分
に
つ
い
て
は
、
ど
の
く
ら
い
の
割
合
に
な
る
の
か
お
尋
ね
を
い
た
し
ま
す
。 

 
そ
し
て
、
そ
う
し
た
場
合
に
、
お
そ
ら
く
一
・
五
人
に
な
る
の
か
、
〇
・
八
人
に
な
る
の
か
知
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
そ
う
な
っ
た
場
合
に
は
、

先
々
二
十
年
以
降
、
こ
の
事
務
を
完
全
に
移
行
さ
れ
た
場
合
に
、
そ
れ
に
充
て
ら
れ
た
職
員
に
つ
い
て
は
ど
う
い
う
ふ
う
な
考
え
を
も
っ
て
お
ら

れ
る
か
お
尋
ね
を
い
た
し
ま
す
。 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

住

民

課

長 

住
民
課
長
（
中
川
一
也
） 

従
来
、
老
人
医
療
と
保
健
事
業
で
兼
務
で
一
名
張
り
付
い
て
お
り
ま
す
が
、
ほ
ぼ
七
割
程
度
が
老
人
医
療
で
、
三
割

程
度
が
保
健
事
業
の
方
を
や
っ
て
い
た
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

今
回
、
一
部
事
務
が
残
り
ま
す
の
で
、
そ
の
七
割
の
分
に
つ
き
ま
し
て
半
分
以
下
に
な
る
か
な
と
い
う
ふ
う
に
個
人
的
に
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

松

永

議

員 

六
番
（
松
永
勇
治
） 

一
名
の
半
分
っ
ち
ゅ
う
こ
と
で
す
か
？
そ
れ
と
も
〇
・
七
の
半
分
っ
ち
ゅ
う
こ
と
で
す
か
？ 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

住

民

課

長 

住
民
課
長
（
中
川
一
也
） 

〇
・
七
の
半
分
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

事
務
を
実
際
に
や
っ
て
み
た
上
で
正
確
な
と
こ
ろ
は
出
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
辺
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
も
う
少
し
研
究
し
た
い
と

思
い
ま
す
。 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

松

永

議

員 

六
番
（
松
永
勇
治
） 

で
す
か
ら
、
〇
・
七
の
半
分
っ
ち
ゅ
う
こ
と
な
ら
、
〇
・
三
五
人
で
い
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

 

そ
う
し
た
場
合
に
、
今
ま
で
一
人
で
や
っ
た
の
が
、
〇
・
三
五
人
分
が
不
要
に
な
る
わ
け
で
す
け
ど
、
事
務
的
に
で
す
ね
…
。 

そ
う
し
た
場
合
に
、
将
来
、
担
当
者
は
他
の
仕
事
も
出
来
る
わ
け
で
す
か
ら
、
職
員
を
そ
の
ま
ま
置
い
と
く
の
か
。
先
々
は
こ
れ
を
頭
に
置
い

て
、
一
名
は
ど
う
に
か
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
全
体
的
に
考
え
た
場
合
に
…
。 

そ
う
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
？ 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

町

長 

町
長
（
山
田
憲
道
） 

お
答
え
い
た
し
ま
す
。 
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十
九
年
度
が
準
備
期
間
。
そ
し
て
二
十
年
度
に
一
応
や
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
で
す
ね
、
今
後
検
討

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

立

石

議

員 

十
番
（
立
石
隆
教
） 

八
条
と
九
条
の
と
こ
ろ
で
お
伺
い
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

八
条
に
お
い
て
は
、
「
広
域
連
合
議
員
の
選
挙
に
当
た
っ
て
は
、
各
市
町
の
議
会
に
お
い
て
、
当
該
議
会
の
議
員
の
う
ち
か
ら
選
挙
す
る
。
」

と
い
う
こ
と
で
、
二
項
に
、
「
長
崎
市
・
佐
世
保
市
・
諫
早
市
・
そ
れ
以
外
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
出
て
お
り
ま
す
。 

 

で
、
こ
の
広
域
連
合
議
員
の
任
期
に
つ
い
て
、
九
条
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
「
当
該
市
町
の
議
会
の
議
員
と
し
て
の
任
期
に
よ
る
。
」
と

い
う
こ
と
に
規
定
を
し
て
お
り
ま
す
。 

と
う
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
普
通
に
選
挙
が
行
わ
れ
る
統
一
地
方
選
挙
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
四
月
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
任
期
で
前

の
議
員
さ
ん
の
任
期
は
切
れ
る
ん
で
す
が
、
新
し
く
選
ば
れ
た
議
員
さ
ん
は
初
議
会
ま
で
実
は
議
会
が
無
い
と
い
う
こ
と
で
、
選
出
で
き
な
い
ん

で
す
が
、
こ
の
間
は
ど
う
な
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。
そ
の
規
程
は
別
に
要
ら
な
い
ん
で
し
ょ
う
か
？ 

そ
の
辺
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
な
あ
と
、
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
い
い
の
か
な
あ
い
う
こ
と
で
、
説
明
を
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に

思
い
ま
す
。 

 

更
に
、
そ
れ
ぞ
れ
議
会
か
ら
選
ば
れ
た
議
員
が
集
ま
っ
て
、
連
合
会
の
議
長
を
決
め
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
選
挙
は
「
い
つ
」
と
い
う
ふ
う
に

規
定
を
し
な
く
て
も
い
い
ん
で
し
ょ
う
か
？ 

 

そ
の
辺
の
と
こ
ろ
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

住

民

課

長 

住
民
課
長
（
中
川
一
也
） 

今
の
ご
質
問
の
件
は
検
討
委
員
会
の
中
で
も
ま
だ
正
確
に
決
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
で
、
細
か
い
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は

ま
た
『
細
則
』
で
決
め
る
と
い
う
ふ
う
に
聞
い
て
お
り
ま
す
。 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

立

石

議

員 

十
番
（
立
石
隆
教
） 

そ
の
細
則
の
部
分
を
決
め
る
の
は
、
ど
う
い
う
機
関
が
決
め
る
ん
で
し
ょ
う
か
？ 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

住

民

課

長 

住
民
課
長
（
中
川
一
也
） 

決
め
る
機
関
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
広
域
連
合
の
組
織
に
は
今
、
準
備
委
員
会
と
い
う
の
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
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中
に
『
役
員
会
』
と
『
検
討
委
員
会
』
と
二
つ
の
組
織
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

そ
こ
で
検
討
し
て
、
最
終
的
に
は
決
定
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

立

石

議

員 

十
番
（
立
石
隆
教
） 

こ
の
議
案
に
関
連
を
し
て
お
伺
い
を
し
ま
す
。 

 

今
度
の
後
期
高
齢
者
の
特
別
会
計
と
い
う
も
の
を
小
値
賀
町
お
い
て
も
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ

の
場
合
、
た
だ
今
あ
る
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
と
い
う
の
が
本
町
に
あ
り
ま
す
。 

 

で
、
そ
れ
と
の
兼
ね
合
い
で
、
片
っ
方
が
消
え
て
片
っ
方
が
出
来
上
が
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
辺
の
と

こ
ろ
の
切
り
替
わ
り
と
い
う
の
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
想
定
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
今
、
は
っ
き
り
決
ま
っ
て
お
れ
ば
お
伺
い
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

住

民

課

長 

住
民
課
長
（
中
川
一
也
） 

お
答
え
し
ま
す
。 

 

医
療
費
の
精
算
等
の
関
係
で
二
十
年
度
に
二
ヶ
月
ほ
ど
老
人
医
療
が
そ
の
ま
ま
予
算
と
し
て
残
る
関
係
で
、
二
十
年
度
は
間
違
い
な
く
老
人
保

健
事
業
特
別
会
計
も
残
る
と
い
う
格
好
に
な
り
ま
す
。 

 

二
十
一
年
度
以
降
が
、
二
十
一
年
度
ま
で
残
る
か
ど
う
か
が
ち
ょ
っ
と
微
妙
な
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
過
誤
納
等
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
、
も
し
か
す
る
と
二
十
一
年
度
ま
で
残
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
辺
り
は
ま
だ
正
確
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

立

石

議

員 

十
番
（
立
石
隆
教
） 

確
か
め
て
お
き
ま
す
。 

 

後
期
高
齢
者
の
特
別
会
計
と
い
う
の
が
小
値
賀
町
に
設
置
さ
れ
る
の
は
平
成
二
十
年
か
ら
と
い
う
こ
と
は
確
実
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

で
、
従
来
あ
る
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
と
い
う
の
が
ダ
ブ
ル
と
こ
ろ
、
つ
ま
り
そ
れ
が
無
く
な
る
と
こ
ろ
は
二
十
年
か
二
十
一
年
、
そ
う
す

る
と
一
年
か
二
年
ぐ
ら
い
は
ダ
ブ
ル
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
理
解
し
て
い
い
ん
で
す
ね
。 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

住

民

課

長 

住
民
課
長
（
中
川
一
也
） 

お
答
え
し
ま
す
。 

 

議
員
の
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。 
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議
長
（
近
藤
一
輝
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
し
ば
ら
く
休
憩
し
ま
す
。 

― 

休 

憩 
 
 

午 

前 
 

十
一
時 

二
十
一
分 

― 

― 

再 

開 
 
 

午 

前 
 

十
一
時 

二
十
一
分 

― 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

再
開
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

住

民

課

長 

住
民
課
長
（
中
川
一
也
） 

お
答
え
し
ま
す
。 

 

先
ほ
ど
、
答
弁
を
遅
ら
せ
て
い
た
件
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
老
人
医
療
に
関
わ
る
七
十
五
歳
未
満
の
障
害
者
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
三
十
五
名
の
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

立

石

議

員 

十
番
（
立
石
隆
教
） 

今
度
導
入
さ
れ
る
後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
は
、
七
十
五
歳
以
上
の
方
が
年
金
よ
り
引
か
れ
る
と
い
う
状
況
に
な
り
ま

す
と
、
今
、
年
金
を
も
ら
っ
て
ぎ
り
ぎ
り
の
生
活
を
し
て
い
る
方
々
に
と
っ
て
は
大
変
な
状
況
だ
と
い
う
ふ
う
に
驚
か
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
と
い

う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
救
済
措
置
と
言
い
ま
す
か
、
ど
う
し
て
も
生
活
が
難
し
い
と
い
う
よ
う
な
状
況
の
方
に
は
何
か
救
済
措
置
と
い
う
も
の
が
な
い
の
か

ど
う
か
と
い
う
こ
と
。 

そ
れ
か
ら
、
今
ま
で
従
来
は
、
戸
主
の
方
が
医
療
費
の
負
担
と
い
う
こ
と
で
七
十
五
歳
以
上
の
方
の
分
も
納
め
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ

が
七
十
五
歳
以
上
は
自
分
の
年
金
か
ら
し
な
さ
い
と
い
う
話
に
な
る
と
、
七
十
五
歳
以
上
は
確
実
に
自
分
の
年
金
か
ら
入
っ
て
く
る
お
金
が
減
る

と
。
そ
れ
ま
で
は
実
は
自
分
の
分
も
出
し
て
た
ん
で
す
け
ど
も
、
戸
主
の
方
が
出
し
て
い
た
と
…
。 

じ
ゃ
あ
、
戸
主
の
方
か
ら
そ
の
分
、
年
寄
り
に
渡
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
ん
で
す
が
、
恐
ら
く
実
際
は
そ
ん
な
こ
と
し
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
高
齢
者
の
方
は
ち
ょ
っ
と
大
変
で
す
。
た
く
さ
ん
年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
方
は
大
丈
夫
で
し
ょ
う
が
、
ぎ
り
ぎ

り
で
生
活
し
て
い
る
人
は
大
変
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
点
で
は
か
な
り
積
極
的
に
で
す
ね
、
町
と
し
て
も
救
済
の
形
や
、
相
談
に
の
っ

た
り
と
い
う
形
を
で
す
ね
、
大
い
に
し
て
い
か
な
い
と
、
お
年
よ
り
は
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
我
慢
に
我
慢
を
さ
れ
る
方
が
多
い
と
思
う
ん
で
す
ね
。 

そ
の
時
に
大
変
な
状
況
が
起
き
な
い
よ
う
に
、
思
い
つ
め
な
い
よ
う
に
で
す
ね
、
そ
う
い
う
措
置
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
が
、

そ
の
辺
の
と
こ
ろ
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
、
考
え
方
を
伺
っ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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議
長
（
近
藤
一
輝
） 

町

長 
町
長
（
山
田
憲
道
） 

お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 
こ
の
後
期
高
齢
者
医
療
の
広
域
連
合
の
話
を
町
村
会
で
最
初
聞
い
た
時
に
は
、
失
礼
で
す
が
、
小
値
賀
と
波
佐
見
が
一
番
安
い
と
。
一
番
高
い

の
が
二
倍
ぐ
ら
い
の
金
額
で
均
等
に
や
ら
れ
た
ら
大
変
だ
と
い
う
こ
と
で
、
大
分
反
対
は
し
た
ん
で
す
が
、
法
律
が
出
来
て
ど
う
し
よ
う
も
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
連
合
を
脱
退
と
か
何
と
か
と
い
う
こ
と
は
ま
ず
出
来
な
い
と
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、
十
九
年
度
に
な
っ
て
、
あ
る
程
度
そ
う
い

う
分
野
も
出
て
く
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

そ
う
い
う
こ
と
で
、
こ
の
分
野
に
つ
き
ま
し
て
は
、
い
ろ
い
ろ
と
今
後
検
討
を
し
な
が
ら
、
そ
し
て
各
町
と
も
よ
く
話
し
合
い
な
が
ら
、
今
後

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（
「
質
疑
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

こ
れ
で
質
疑
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
討
論
を
行
い
ま
す
。 

 

討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（
「
討
論
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

こ
れ
で
討
論
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
、
議
案
第
六
四
号
、
長
崎
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
設
立
に
つ
い
て
を
採
決
し
ま
す
。 

 

お
は
か
り
し
ま
す
。 

 

本
件
は
、
原
案
の
と
お
り
決
定
す
る
こ
と
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

し
た
が
っ
て
、
議
案
第
六
四
号
、
長
崎
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
設
立
に
つ
い
て
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 



 - 9 - 

日
程
第
四
、
議
案
第
六
五
号
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
を
議
題
と
し
ま
す
。 

 
本
件
に
つ
い
て
提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

建

設

課

長 
建
設
課
長
（
中
村
敏
章
） 

議
案
第
六
五
号
に
つ
い
て
提
案
理
由
の
ご
説
明
を
い
た
し
ま
す
。 

今
回
の
公
営
住
宅
の
建
設
地
は
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
購
入
し
て
お
り
ま
し
た
小
浜
団
地
北
側
の
隣
地
へ
建
設
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

十
一
月
二
日
に
入
札
を
行
い
、
九
州
建
設
株
式
会
社
が
落
札
し
、
入
札
書
記
載
金
額
一
億
三
千
七
百
七
十
万
円
に
消
費
税
を
加
算
し
た
金
額
一

億
四
千
四
百
五
十
八
万
五
千
円
で
契
約
を
締
結
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

地
方
自
治
法
第
九
十
六
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
及
び
小
値
賀
町
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条

例
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
本
案
を
ご
提
案
申
し
上
げ
ま
す
。 

そ
れ
で
は
、
工
事
の
概
要
を
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。 

建
設
予
定
地
は
、
今
年
度
か
ら
平
成
二
十
年
度
に
か
け
て
三
十
九
戸
の
公
営
住
宅
の
建
設
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
小
浜
団
地
の
北
側
で
、
敷
地

面
積
約
二
千
九
百
平
方
メ
ー
ト
ル
に
、
一
般
世
帯
向
け
を
二
棟
六
戸
、
小
世
帯
向
け
を
二
棟
十
戸
、
計
十
六
戸
を
建
設
い
た
し
ま
す
。 

床
面
積
は
、
一
般
世
帯
は
、
三
Ｌ
Ｄ
Ｋ
で
六
十
六
平
方
メ
ー
ト
ル
、
小
世
帯
で
は
、
二
Ｄ
Ｋ
で
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
小

世
帯
向
け
Ａ
棟
の
建
築
面
積
は
二
百
五
十
一
平
方
メ
ー
ト
ル
、
一
般
世
帯
向
け
Ｂ
棟
の
建
築
面
積
は
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

団
地
内
に
は
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
植
裁
等
も
計
画
し
て
お
り
ま
す
。 

構
造
は
木
造
平
屋
建
、
小
世
帯
用
住
宅
は
バ
リ
ヤ
フ
リ
ー
と
し
、
高
齢
者
対
応
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
各
棟
共
、
建
築
性
能
評
価
を
受

け
て
お
り
ま
す
、
天
然
無
垢
材
を
各
所
に
使
用
し
た
木
の
香
り
が
す
る
住
宅
で
、
耐
久
性
の
確
保
で
き
る
公
営
住
宅
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

以
上
で
提
案
理
由
の
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。 

よ
ろ
し
く
ご
審
議
の
上
、
ご
承
認
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
た
し
ま
す
。 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

こ
れ
で
提
案
理
由
の
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
質
疑
を
行
い
ま
す
。 

 

質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

横

山

議

員 

九
番
（
横
山
弘
藏
） 

町
長
も
ご
存
知
の
と
お
り
で
す
ね
、
小
値
賀
町
は
今
大
変
な
不
況
の
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

 

そ
れ
で
、
今
度
こ
れ
を
請
け
負
っ
た
の
が
町
外
の
会
社
で
あ
り
ま
す
け
ど
も
、
小
値
賀
の
建
設
業
者
と
か
大
工
さ
ん
と
か
で
す
ね
、
小
値
賀
に
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そ
れ
な
り
の
経
済
効
果
が
あ
る
の
か
ど
う
か
で
す
ね
、
そ
の
辺
は
考
え
て
こ
う
い
う
入
札
を
行
っ
た
の
か
ど
う
か
お
答
え
を
願
い
ま
す
。 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

し
ば
ら
く
休
憩
し
ま
す
。 

― 

休 

憩 
 
 

午 

前 
 

十
一
時 

 

三
十
分 

― 

― 

再 

開 
 
 

午 

前 
 

十
一
時 

 

三
十
分 

― 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

再
開
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

建

設

課

長 

建
設
課
長
（
中
村
敏
章
） 

お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 

経
済
効
果
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
地
元
の
職
人
さ
ん
を
雇
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 
ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（
「
質
疑
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

こ
れ
で
質
疑
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
討
論
を
行
い
ま
す
。 

 

討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（
「
討
論
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

こ
れ
で
討
論
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
、
議
案
第
六
五
号
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
を
採
決
し
ま
す
。 

 

お
は
か
り
し
ま
す
。 

 

本
件
は
、
原
案
の
と
お
り
決
定
す
る
こ
と
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

し
た
が
っ
て
、
議
案
第
六
五
号
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

以
上
で
、
本
臨
時
会
に
付
議
さ
れ
た
案
件
の
審
議
は
、
全
部
終
了
し
ま
し
た
。 
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こ
れ
で
、
平
成
十
八
年
小
値
賀
町
議
会
第
三
回
臨
時
会
を
閉
会
し
ま
す
。 

 

― 

午 

前 
 
 

十
一
時 

三
十
二
分 

 

閉 

会 

― 


